
日
本
へ
の
西
洋
学
術
文
化
の
移
入
を
問
題
に
す
る
場
合
、
そ
の
時

代
の
最
先
端
の
受
容
を
主
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
本
草
学

に
例
を
と
っ
て
見
る
と
、
伊
藤
圭
介
の
『
泰
西
本
草
名
疏
』
（
文
政
一

二
年
刊
）
、
宇
田
川
椿
奄
の
『
植
学
啓
原
』
（
天
保
五
年
刊
）
、
飯
沼
慾
斎

の
『
草
木
図
説
』
（
草
部
は
安
政
三
１
文
久
二
年
刊
）
が
出
版
さ
れ
た
こ

と
が
、
当
時
の
西
洋
植
物
学
受
容
の
実
際
の
姿
で
あ
る
と
は
、
決
し

て
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
西
洋
植
物
学
の
影
響
や
受
容
の

状
況
を
適
確
に
と
ら
え
る
に
は
、
先
端
的
な
も
の
を
知
る
ば
か
り
で

な
く
、
当
時
の
本
草
学
の
社
会
一
般
が
、
西
洋
植
物
学
の
何
に
関
心

を
も
ち
、
何
を
理
解
し
た
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
洋
学
系
本
草
家
は
、
熔
稚
、
圭
介
、
慾
斎
の
ほ
か
に

は
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
水
谷
豊
文
、
江
馬
活
堂
、
野
田
青
葭
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
西
洋
植
物
学
へ
の
関
心

は
、
西
洋
の
植
物
と
、
そ
の
植
物
に
つ
い
て
の
名
物
学
的
関
心
で
あ

本
草
家
の
西
洋
植
物
学
へ
の
関
心

矢
部
一

郎

り
、
名
物
学
的
追
求
に
直
接
必
要
な
西
洋
植
物
学
の
知
識
を
摂
取
し

よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
西
洋
植
物
学
の
影
響

を
知
る
に
は
、
洋
学
系
本
草
家
の
承
で
な
く
、
伝
統
的
本
草
家
の
西
洋

産
植
物
や
西
洋
植
物
学
へ
の
関
心
な
ど
を
さ
ぐ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

曽
藥
は
『
成
形
図
説
」
（
文
化
二
年
刊
）
、
『
西
洋
名
物
讃
菱
』
、
『
西

洋
草
木
謨
菱
』
な
ど
で
、
自
然
物
の
和
漢
名
に
オ
ラ
ン
ダ
語
名
や
ラ

テ
ン
名
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
岩
崎
灌
園
は
、
ワ
イ
ン
マ
ン
の
本
の

研
究
会
を
宇
田
川
玄
真
た
ち
と
お
こ
な
い
、
シ
ー
ポ
ル
ト
に
面
会
し

質
問
す
る
な
ど
し
、
『
本
草
図
譜
』
（
天
保
元
年
刊
行
開
始
）
に
、
オ
ラ

ン
ダ
語
名
、
ラ
テ
ン
名
を
入
れ
た
り
し
て
い
る
。
灌
園
の
友
人
馬
場

大
助
は
、
「
遠
西
舶
上
画
譜
』
と
い
う
外
国
産
植
物
の
図
譜
を
つ
く

り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
名
、
ラ
テ
ン
名
に
和
漢
名
を
付
し
、
産
地
等
を
記

し
て
い
る
。
曽
梁
の
弟
子
高
木
春
山
は
、
『
本
草
図
説
』
中
に
ノ
ー

ゼ
マ
ン
の
鳥
類
図
譜
の
図
を
入
れ
て
い
る
。

山
本
亡
羊
、
椿
室
の
読
書
室
の
物
産
会
で
は
、
幕
末
期
に
な
る

と
、
舶
来
種
の
出
品
も
非
常
に
多
く
な
り
、
出
品
物
に
オ
ラ
ン
ダ
語

名
、
ラ
テ
ン
名
を
示
し
、
和
漢
名
を
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
蘭
山
亡
羊
二
先
生
ド
ド
ネ
ウ
ス
題
名
録
』
に
は
、
植
物
の

和
漢
名
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
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伝
統
的
本
草
家
た
ち
は
融
植
物
分
類
に
か
か
わ
る
こ
と
に
関
心
を

も
っ
た
。
そ
れ
は
名
物
学
的
な
関
心
で
あ
り
、
伝
統
的
本
草
学
と
し

て
は
自
然
で
あ
っ
た
。
中
国
本
草
学
渡
来
以
来
、
日
本
人
は
漢
名
に

和
名
を
充
て
る
こ
と
に
熱
中
し
て
き
た
。
こ
れ
は
日
本
人
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
漢
名
と
和
名
を
正
し
く
対
応
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、
こ
の
作
業

は
よ
り
必
要
で
あ
り
、
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
こ
へ
、
西
洋

の
植
物
と
西
洋
植
物
学
知
識
が
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
洋
学
系
本

草
家
も
伝
統
的
本
草
家
も
、
大
部
分
の
人
は
、
伝
統
的
な
関
心
に
従

っ
た
。本

草
家
た
ち
は
、
在
来
の
和
漢
種
に
オ
ラ
ン
ダ
語
名
や
ラ
テ
ン
名

を
充
て
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
舶
来
種
の
オ
ラ
ン
ダ
語
名
、
ラ
テ

ン
名
を
知
ろ
う
と
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
和
漢
名
を
充
て
よ
う
と
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
必
要
と
さ
れ
る
西
洋
の
植
物
学
知
識
を
得
よ
う

と
し
た
。
そ
れ
は
、
西
洋
の
植
物
分
類
の
知
識
で
あ
り
、
形
態
学
な

ど
の
知
識
で
あ
っ
た
。
本
草
家
た
ち
は
、
關
書
を
拠
所
と
し
、
シ
ー

ポ
ル
ト
な
ど
に
質
問
し
、
知
識
を
得
よ
う
と
し
た
。
伝
統
的
本
草
家

は
、
洋
学
系
本
草
家
た
ち
に
知
識
を
求
め
た
。
私
は
こ
の
よ
う
に
推

測
し
て
見
た
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

西
洋
植
物
学
へ
の
本
草
家
た
ち
の
関
心
は
、
謄
葉
標
本
作
成
法
と

植
物
図
の
描
き
方
へ
も
向
っ
た
。
そ
し
て
、
西
洋
植
物
学
の
影
響

は
、
こ
の
方
面
に
色
濃
く
出
て
い
る
。
西
洋
の
謄
葉
標
本
作
成
法

は
、
『
厚
生
新
編
』
、
椿
竜
の
『
植
学
独
語
』
・
『
植
学
啓
原
』
さ
ら
に

は
、
嘗
百
社
同
人
の
チ
ラ
シ
で
紹
介
さ
れ
た
。
葉
一
枚
を
押
葉
に
し

た
伝
統
的
本
草
家
た
ち
も
、
幕
末
期
に
な
る
と
、
根
、
茎
、
葉
、
花

を
出
来
る
だ
け
そ
ろ
え
た
標
本
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
現

存
す
る
謄
葉
標
本
か
ら
う
か
が
え
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
存
す
る

も
の
は
少
な
い
。

植
物
図
も
、
西
洋
植
物
学
の
影
響
か
ら
、
非
常
に
写
実
的
で
科
学

的
な
図
と
な
っ
て
行
っ
た
。
椿
篭
の
描
い
た
植
物
図
も
、
後
に
な
る

ほ
ど
立
流
な
も
の
に
な
っ
て
行
く
。
西
洋
植
物
学
と
西
洋
植
物
学
書

の
図
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
洋
学
系
本
草
家
に
よ
る
植
物
図
ば
か
り
で

な
く
、
伝
統
的
本
草
家
の
植
物
図
に
つ
い
て
も
、
そ
の
こ
と
は
い
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
小
野
蘭
山
た
ち
の
『
花
彙
』
（
宝
暦

九
年
刊
行
）
の
図
は
科
学
的
植
物
図
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
馬
場
大

介
、
岩
崎
灌
園
、
高
木
春
山
た
ち
の
図
も
立
派
で
あ
る
。
灌
園
や
春

山
は
、
図
を
大
い
に
重
視
し
、
灌
園
は
、
図
が
あ
れ
ば
解
説
文
は
い

ら
な
い
と
ま
で
い
っ
て
い
る
。
（
立
正
大
学
教
養
部
）
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